
算数科学習指導案 

 

１．日時・場所   平成１８年７月６日（木）５校時 教室 

２．学年・組    第４学年１組（３５名） 

３．単元名    「変わり方を見やすく表そう」（折れ線グラフ） 

          環境教育の内容：（２）人と社会（３）食と栽培 

４．単元目標 

   伴って変わる二つの数量の変化のようすを折れ線グラフに表したり、その特徴を読みとった

りする能力を高める。 

５．評価の観点及び評価規準 

評価の観点 評 価 規 準 

関心・意欲・態度 

○身の回りの事象の変化のようすを、折れ線グラフに表したり、折れ

線グラフから変化の特徴や傾向を読みとったりしようとする。 

○１つの量が変化していく事象を考察するには、棒グラフよりも折れ

線グラフで表したほうがよいことに気づき、折れ線グラフを適切に

用いようとする。 

数学的な考え方 ○変化のようすが分かりやすい表し方を工夫する。 

表現・処理 ○折れ線グラフに表したり、それを読んだりすることができる。 

知識・理解 ○折れ線グラフの表し方、読み方を理解する。 

６．単元設定にむけて 

 （１）環境教育と本単元 

    保健の「すくすく育て わたしの体」の学習で、子どもたちは食事が体の成長にとってとても大

切であることを学んだ。本学級の給食の残量をみてみると、おかずの残量よりもパンやごはんの

主食の残量が多く、本校全体としてもかなり多いということが栄養職員の報告から明らかになっ

た。５月の末にぶどうパンが出たが、その残しが全校で９．５Ｋｇであったということと、なぜ

主食をしっかりとらなければという内容の給食通信が各クラスに配布された。残量が多いという

ことは、栄養として取り入れられず、ゴミとして出されることである。その後、栄養職員がクラ

スに給食指導に入り、主食をとることの大切さを詳しく子どもたちに話してくれた。それにより、

子どもたちも主食をしっかり食べようと努力するようになった。 

     そこで、この間の主食の残量の変化を折れ線グラフに表し、その変化のようすを読みとること

で、自分たちの努力を知り、さらにこれからもしっかり食べ、ゴミを増やすのではなく、栄養と

してしっかりとり入れていくのだという意識をもたせたい。 

  （２）単元と児童の実態 
子どもたちは、第３学年で棒グラフの意味、読み方、かき方を学習してきている。棒グラフは、

数量の比較が簡単にでき、数量を視覚化して表す際に手近な表現方法である。「好きなもの調べ」

などをして、その結果を表にまとめたり、表にまとめた数値を棒グラフに表したりして、表や棒

グラフを習熟してきた。また、かき方では、棒グラフの項目の配列を大小順に並べたり、系列順

に並べたりすることの意味や違いを学んだ。さらに、グラフをかく際に、１目盛りを単位○つ分

として表現するなどの最小目盛りの取り方についても学んできた。 

本単元では、既習の表や棒グラフの学習を生かして、伴って変わる２つの数量の変化のようす

を折れ線グラフに表したり、その特徴を読み取ったりする能力を高めていきたい。また、１つの

数量の変化のようすを考察するためには、棒グラフよりも折れ線グラフで表した方がわかりやす

いことに気づき、目的に応じた有効なグラフの表し方、生かし方ができるようにしたい。 

折れ線グラフの読み方、かき方の学習は２つの変数を扱っており、これは、将来的に関数の見

方や考え方へ発展する。そこで、２つの数量関係をグラフ化することを通して、関数関係を見つ

けたり変化の特徴を読み取ったりし、関数的な考察ができるようにしたい。また、統計資料の読

解、グラフの有効な活用という点において、第５学年の帯グラフ・円グラフ、第６学年の比例グ

ラフへ発展できるようにしたい。 

４年算数－１ 




